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第1章 序論

1.1 研究の背景
光渦は軌道角運動量 l1を持つ光のことを指し、らせん状の等位相面やドーナツ型の強度
分布などの特徴がある。この光渦はアレンが 1992年に最初に報告した [1]。そして、現在で
は光の軌道角運動量という従来使われていなかったパラメータを活用する試みとして，・・・

1.2 研究の目的

1.3 本論文の構成
本論文の構成は以下の通りである。まず，導入として光渦の一つであるラゲールガウス
ビームについて説明をする (第 2章)。・・・

1本論文では軌道角運動量 lおよびスピン角運動量 sは ℏの単位系をとる。
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第2章 トポロジカル光と軌道角運動量

2.1 光渦
真空中における電場Eの波動方程式はヘルムホルツ方程式

∇2E =
1

c2
∂2
tE (2.1.1)

で記述される。ただし、cは光速である。式 2.1.1は、・・・・

2.2 ドーナツ

2.3 コーヒーカップ
まずは、コーヒーカップとは程遠い図形の集合の図をご覧いただきたい (図 2.3.1)。

図 2.3.1: 様々な図形

2



第3章 美味しいチャーハンの作り方

3.1 これまでのおいしいチャーハンの作り方の問題点

3.2 美味しいチャーハン作製法

3.2.1 火力増強法

3.2.2 中華鍋法

3.3 新手法

3.4 実験結果

3.5 考察

3.5.1 焦げる原因

3.5.2 全体的に美味しくない原因

3.6 今後の展望
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第4章 結論
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付 録A 実験で使用した中華鍋
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付 録B 火力の測定法
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